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＜ポイント＞ 

・光を利用した感染防御や衛生管理の世界標準を確立することを目的 

・共同研究講座“微生物防除研究分野”の設立 

・各波長のナローバンド光ごとの、生物活性を明確にして標準化を図った 

 

＜報道概要＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 

光を利用した衛生管理の世界標準に向けて 

発光デバイスの進歩等により、光を感染防御や衛生管理に応用するための研

究開発が活発に進められています。しかし研究開発では、異なる発光デバイス

や評価方法が用いられ、光による生物効果や効率も報告により異なるなど混乱

が生じています。 

そこで、光の微生物効果を明確にし、光を利用した感染防御や衛生管理の世

界標準を確立することを目的とし、光デバイスの開発で世界を先導する日亜化

学工業株式会社と光による微生物制御の研究を進めてきた予防環境栄養学分野

が中心となり、令和 4年 11月、共同研究講座“微生物防除研究分野”を大学院

医歯薬学研究部に設置しました。 

微生物防除研究分野では、すでに各波長のナローバンド光ごとの、生物活性

を明確にして標準化を図っています。この内容はアメリカ微生物学会、欧州微

生物学会連盟総会で発表しました。今後、食品、水、空気などに対して光衛生

管理法の標準化を目指しています。さらに微生物管理や感染防御にかかわる学

生、各医療系専門職員、社会に対して教育や普及を目指しています。 
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 発光デバイスの進歩等により、一般生活の住居空間における環境光が劇的に変

化しています。特に、特定波長の強い放射束の光（ナローバンド光）が比較的容

易に利用できるようになり、ヒトの生活空間に共存している微生物等に影響を与

えることが徐々に判明しています。このため光環境の危険性が指摘されていると

同時に、その有効利用の可能性も指摘されています。 
現在光による生物効果に関する検討が活発に行われていますが、点光源や面光

源の違い、ナローバンド光でも波長成分の違いなど、それぞれ異なる光や方法が

検討に用いられています。光による生物効果を応用した衛生管理法を発展させて

いくうえで、世界標準となりうる光生物影響の検討方法を確立することが至急の

課題と考えられます。 

そこで、光デバイスの開発で世界を先導する日亜化学工業株式会社と光による

微生物制御の研究を進めてきた大学院医歯薬学研究部予防環境栄養学分野が中心

となり、共同研究講座“微生物防除研究分野”を大学院医歯薬学研究部に設置し

ました。 

微生物防除研究分野では、各波長のナローバンド光ごとの、生物活性を明確に

して標準化を図ります。そして各波長の光を用いた生物効果を応用し、食品、水、

空気などに対して光衛生管理法の標準化を目指しています。さらに微生物管理や

感染防御にかかわる学生、各医療系専門職員、社会に対して教育や普及を目指し

ています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



 

 

 

各波長のナローバンド光ごとの、生物活性を明確にして標準化を図っています。

微生物の紫外線感受性を評価するための標準評価装置を日亜化学工業で開発・製

作し、共同研究講座（微生物防除研究分野）で各波長の UV照射による生物活性を

評価することにより標準評価システムを確立しました。 

今回使用した照射光源の特徴は 

① LEDの電気温度特性、照射時間、周辺物質の反射、試料の温度、照射面の放射

照度、照度均斉度、光線角度などの要因をすべて考慮した設計 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

② LEDの配置と照射距離の最適化により、評価に十分な照度で均斉度の高い平行

光を照射可能 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
③ 照射装置は複数の波長が選択でき、電流による出力制御が可能なため、複数波

長間で条件を揃えて比較が可能 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

以上より、250～365nmまでの幅広い波長域で信頼性の高い UV感受性評価を行う

ことが可能な装置を用いました。 



 

 

 

確立した標準評価方法を用いて以下に示す、22 種類の微生物について光感受性

を評価したところ、250nm から 300nm までの UV 波長による不活化効果に強い波長

依存性が確認されました。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

これらの結果は、今後の紫外線殺菌装置の開発に寄与すると考えられます。 
 
 

 

 
 

お問い合わせ先 

 

＜研究に関すること＞ 

大学院医歯薬学研究部 

予防環境栄養学分野教授・微生物防除研究分野特任教授 

高橋 章 

TEL:088-633-9428 

E-mail:akiratak@tokushima-u.ac.jp 

 

＜報道に関すること＞ 

蔵本事務部医学部総務課総務係 

TEL:088-633-9116 

E-mail:isysoumu1k@tokushima-u.ac.jp 


